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平成31年１月高知市シルバー人材センターだより第72号 ２

　

平
成
30
年
度
「
第
３
回
理
事
会
」

が
９
月
25
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら

シ
ル
バ
ー
作
業
所
２
Ｆ
会
議
室
で
、

理
事
12
名
・
監
事
２
名
の
全
員
出
席

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
款
に
よ
り
議
長
に
長
﨑
理
事
長

が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
長

﨑
理
事
長
と
北
村
監
事
が
指
名
さ
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
第
１
号
議
案

「
平
成
30
年
度
補
正
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
規
程
等

の
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
２
件
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
第
３
号
議
案

「
そ
の
他
」
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
⑴
理
事

長
の
職
務
執
行
報
告
、
⑵
安
全
就
業

対
策
委
員
会
・
適
正
就
業
委
員
会
の

委
員
長
報
告
、
⑶
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
⑷
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
に
つ
い
て
、

⑸
新
入
会
員
に
つ
い
て
、
⑹
事
業
実

績
に
つ
い
て
、
⑺
そ
の
他
の
７
項
目

が
報
告
さ
れ
、
４
時
７
分
閉
会
し
ま

し
た
。

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

長﨑豊彦理事長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
、
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
一
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
な
日
々

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

我
が
国
は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
人
手

不
足
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
高
齢
社
会
が
、
活
力
を

持
ち
続
け
る
社
会
で
あ
る
た
め
に
は
、

若
者
や
女
性
の
就
業
は
も
と
よ
り
、

新
年
の
ご
挨
拶

高
齢
者
が
地
域
を
支
え
る
一
員
と
し

て
働
く
こ
と
や
、
地
域
支
援
を
通
じ

て
高
齢
期
の
生
活
や
健
康
、
生
き
が

い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
の
就

業
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
が

目
的
意
識
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
や
福
祉
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

加
速
化
す
る
人
口
減
少
・
高
齢
化
社

会
の
中
核
と
な
る
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。

　

国
の
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
で
も
、

高
齢
者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
状
況
は
、
契
約

金
額
、
会
員
数
と
も
長
年
に
わ
た
り

減
少
が
続
い
た
の
ち
、
契
約
金
額
は

近
年
、
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
会

員
数
は
依
然
と
し
て
減
少
が
続
い
て

お
り
、
安
定
的
な
事
業
運
営
を
行
う

た
め
に
、
会
員
の
拡
大
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29
年
度
の
契

約
金
額
は
３
億
９
，
５
１
３
万
円
と

前
年
度
よ
り
2.1
％
、
８
３
０
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
数
は

１
，
０
７
７
人
、
７
人
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
に
お
い
て
は
、
会
員
百
万
人

達
成
計
画
を
策
定
し
、
会
員
増
加
の

取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
２
０
１

９
年
度
か
ら
５
年
間
の
第
三
次
中
期

計
画
を
策
定
し
、
毎
年
3.9
～
5.8
％
の

増
加
を
目
標
に
掲
げ
、
会
員
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
当
セ
ン
タ
ー
の
更

な
る
発
展
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
の
こ
の
う
え
と
も

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
31
年
元
旦
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岡﨑誠也市長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
高
齢
者

福
祉
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
市
政
全

般
に
わ
た
っ
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
の
も
と
、
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
健
康
の
増
進
や
生
き
が
い
の
充
実

を
求
め
る
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
の

組
織
と
し
て
、
昭
和
56
年
に
発
足
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て

ご
発
展
を
遂
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ

　

平
成
30

年
10
月
25

日
（
木
）

長
﨑
理
事

長
、
宇
賀

副
理
事
長
、

藤
原
事
務

局
長
が
岡

﨑
誠
也
高

知
市
長
を

訪
ね
ま
し
た
。
高
齢
者
の
社
会
参
加

活
動
を
支
援
し
、
生
き
が
い
の
充
実
、

健
康
や
福
祉
の
増
進
を
図
り
な
が
ら
、

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
努
力
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
実
現
の

た
め
、
引
き
続
き
左
記
の
通
り
予
算

確
保
や
、
受
注
に
関
す
る
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

①
運
営
補
助
金
の
確
保
　
　
　
　
　

経
常
的
補
助
金
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ

　
ー
ビ
ス
、
街
路
市
活
性
化
事
業
に

つ
い
て
前
年
度
同
額
を

②
公
園
整
備
業
務
な
ど
従
来
か
ら
の

契
約
に
つ
い
て
は
継
続
を

③
空
き
家
見
守
り
な
ど
新
規
事
業
の

拡
大
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

高
知
市
へ
支
援
要
請 

と
は
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
さ
ま
、

職
員
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

る
と
存
じ
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

さ
て
、
総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ

り
ま
す
と
、
平
成
30
年
10
月
１
日
現

在
の
わ
が
国
の
総
人
口
は
1
億
２
， 

６
４
４
万
人
で
、
前
年
同
月
と
比
べ

て
26
万
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
人
口
は 

３
，
５
５
８
万
人
と
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
総
人
口
に
占
め
る 

割
合
は
28
・
1
％
と
過
去
最
高
値
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
， 

65
歳
以
上
の
就
業
者
数
も

14
年
連
続
で
増
加
し
て
８
０
７
万
人

と
過
去
最
多
に
な
り
、
就
業
者
総
数

に
占
め
る
割
合
も
12
・
４
％
と
過
去

最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の

多
様
な
就
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
様
々
な
就
業

の
場
を
確
保
さ
れ
、
ご
提
供
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
て
も
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
方
々
が
、
こ

れ
ま
で
に
身
に
つ
け
ら
れ
た
知
識
や

経
験
、
技
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
地

域
社
会
に
お
い
て
さ
ら
な
る
活
躍
を

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
の
増
進
や

生
き
が
い
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
高
知
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
本
年
が
皆
さ
ま
方
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。平

成
31
年
元
旦

新
年
の
ご
挨
拶
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『
店
舗
ス
タ
ッ
フ
講
習
』

　

９
月
19
日
（
水
）・
20
日
（
木
）

と
２
日
間
（
10
時
～
15
時
）
、
株
式

会
社
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
様
の
協
力
で
、

高
知
県
立
弓
道
場
で
講
習
会
が
あ
り
、

定
員
15
名
の
と
こ
ろ
15
名
出
席
。
全

員
終
了
証
書
を
頂
け
た
そ
う
で
す
。

　

講
習
内
容
は
次
の
通
り

◦
会
社
説
明

概
要
・
理
念
・
方
針
・
売
り
上
げ

に
つ
い
て

◦
仕
事
内
容

　

目
的
と
目
標
の
違
い

　

主
な
業
務
内
容

◦
品
質
管
理

　

衛
生
に
つ
い
て

◦
接
遇

　

接
客
の
必
要
性

『
施
設
等
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習
』

　

10
月
４
日
（
木
）・
５
日
（
金
）

の
２
日
間
（
９
時
～
16
時
）
、
高
知

職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
高
知
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
の
合
田

穣
・
平
田
温
の
両
先
生
。
受
講
者
は

15
名
（
う
ち
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
７
名
、
他
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
２
名
）。

　

初
日
は
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
続
き
、
建
物
清
掃
の
基
本

（
清
掃
場
所
と
方
法
、
清
掃
機
具
と

洗
剤
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
）
を
学

習
。
２
日
目
は
器
具
の
取
り
扱
い
を

実
技
を
通
し
て
習
得
。
日
頃
使
い
慣

れ
て
い
る
箒
・
塵
取
り
・
モ
ッ
プ
・

掃
除
機
な
ど
の
正
し
い
効
率
的
な
使

用
法
を
学
び
、
参
加
者
は
改
め
て
納

得
の
様
子
で
し
た
。

　

先
生
は
丁
寧
に
お
手
本
を
示
し
、

参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
時
間
を
か

け
て
実
技
指
導
。
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ

て
の
講
義
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
絵
図
を
活

用
し
て
、
参
加
者
自
身
が
作
業
中
の

問
題
点
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
講
習
全

体
を
通
し
て
、
作
業
中
の
「
危
険
予

知
と
そ
の
防
止
」
を
強
く
意
識
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

充
実
し
た
２
日
間
を
終
了
し
て
、

閉
講
式
で
は
参
加
者
全
員
に
終
了
証

書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

《
参
加
者
の
感
想
》

●
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
回

習
っ
た
こ
と
を

生
か
し
て
、
清

掃
に
関
す
る
就

業
を
し
て
み
た
い
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん　

男
性
）

●
最
初
は
乗
り
気
で
は
な
く
、
誘
わ

れ
て
来
ま
し
た
。

清
掃
の
仕
事
だ

け
で
な
く
、
他

職
に
つ
い
て
も

家
庭
で
も
習
っ

た
こ
と
が
役
立

ち
ま
す
。
参
加

で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん　

女
性
）

交
通
安
全
と
健
康

　

10
月
26
日

（
金
）
14
時
か

ら
16
時
ま
で
高

知
市
東
部
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

で
研
修
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

42
名
の
出
席
で
す
。

《
交
通
安
全
》に
つ
い
て
は
、
高
知
警

察
署
・
高
齢
者
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
山
中
浩
子
氏

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
高
齢
に
な
る
と
運

転
中
、
右
折
・
左
折
時
や
後
方
確
認

な
ど
、
気
持
ち
で
は
や
っ
て
い
る
つ

も
り
で
も
目
や
体
が
動
い
て
い
な
い

こ
と
を
学
び
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば

と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
場
合
の
注

意
点
を
話
さ
れ
、
歩
道
で
は
普
通
自

転
車
通
行
指
定
部
分
（
道
路
標
示
あ

り
）
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

路
側
帯
通
行
（
左
側
）
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
が
あ
り
、
違
反
行
為
に
は

罰
則
規
定
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

《
健
康
》に
つ
い
て
の
講
師
は
、
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
高
橋　

理
氏
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
語
源
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
で
『
カ
イ
ロ
』
が
「
手
」、

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
』
が
「
技
」
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
西
洋

医
学
に
あ
り
、
『
整
体
』
は
東
洋
医

学
と
の
こ
と
で
す
。

　

先
ず
、
背
骨
に
つ
い
て
模
型
を
使

っ
て
の
説
明
。
最
近
、
労
働
環
境
の

ス
ト
レ
ス
や
老
化
な
ど
に
よ
っ
て
腰

痛
、
肩
こ
り
の
人
が
増
え
て
い
る
、

生
活
習
慣
や
姿
勢
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
と
の
こ
と
で
し
た
。
簡
単
に
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
幾
つ
か
教
え
て
頂

き
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
実

習
も
し
ま
し
た
。
筋
肉
の
本
来
持
つ

収
縮
が
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
た

め
に
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ
は
毎
日
続
け

た
い
も
の
で
す
ね
。　
　
　
（
安
岡
）

平
成
30
年
度

高
齢
者
　
　
　
　
　

活
躍
人
材
育
成
事
業
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う
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る

事
や
、
全
国
的

に
も
会
員
数

１
０
０
万
人
を

目
標
と
し
て
い

る
事
・
そ
の
為
に
も
当
セ
ン
タ
ー
で

は
２
０
２
４
年
に
は
３
０
０
人
以
上

の
会
員
増
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
会
費
未
納

で
退
会
に
な
る
人
が
多
い
が
、
病
気

や
高
齢
の
理
由
も
多
く
な
っ
て
い
る

（
就
業
し
て
い
る
方
の
平
均
年
齢
は

73
・
5
歳
だ
そ
う
で
す
）。
団
塊
の

世
代
の
方
た
ち
に
入
会
し
て
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
た
が
、
実
現
に
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
入
会
数
が
少

な
い
の
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
に
な
る
よ
う
対
策
を
立
て

て
い
る
思
い
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
よ
る
城
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
活
動
報
告
の
説
明
の
後
、
２
班

副
班
長
を
長
山
郁
子
さ
ん
・
３
班
副

班
長
を
竹
内
弘
美
さ
ん
が
引
き
受
け

て
下
さ
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
役
員
は
続
行
と
の
こ
と
で

す
。

　

西
村
主
事
よ
り
幾
つ
か
の
就
業
案

内
が
あ
り
、
会
は
終
了
。
懇
親
の
為

の
昼
食
会
に
移
り
ま
し
た
。（
安
岡
）

　

10
月
30
日
（
火
）
午
前
11
時
よ
り

高
知
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。
会
員
57
名
中
16
名
が
出
席
。

　

２
班
班
長
の
阿
部
義
隆
さ
ん
に
よ

る
開
会
宣
言
が
あ
り
、
井
出
坂
譲
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
の
中
で
「
ブ
ロ
ッ

ク
会
に
出
席
し
て
色
々
知
っ
て
欲
し

い
」
と
の
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
藤
原
局
長
の
現
状
報
告
、

シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

　

9
月
24
日
（
月
）
午
前
11
時
よ
り

高
知
市
西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
会
員
78
名
中
21
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
下
禎
男
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
役
員
の
改
選
を
お
こ
な
い
ま

し
た
が
、ブ
ロ
ッ
ク
長
、1
班
、2
班
、

3
班
と
も
留
任
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
藤
原
局
長
よ
り
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
が
行
わ

れ
、「
第
三
次
中
期
計
画
」
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
増

加
、
就
業
機
会

の
増
加
、
会
員

の
健
康
増
進
策

な
ど
長
く
就
業

で
き
る
環
境
づ

く
り
の
取
り
組

み
を
計
画
的
に

鴨
田
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

　

現
在
、
あ
ざ

み
の
里
で
施
設

管
理
と
し
て
就

業
し
て
い
る
会

員
は
４
名
で
す
。

　

こ
こ
で
の
就

業
内
容
は
、
入

居
者
の
ご
家
族

の
面
会
時
対
応
、

消
灯
の
確
認
、

夜
間
に
入
居
者

が
異
変
を
起
こ

し
た
場
合
の
対

応
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
施

設
で
就
業
す
る
場
合
、
火
災
、
地
震
、

不
審
者
侵
入
な
ど
が
発
生
し
た
と
き

の
対
応
に
つ
い
て
、
戸
惑
い
を
感
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

あ
ざ
み
の
里
の
提
案
で
業
務
内
容
の

再
確
認
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
施
設
か
ら
施
設
長
と
防
火
管

理
者
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
４
人
の
就
業
メ
ン
バ
ー
と
宇
賀
次

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
、
業
務
上
「
出
来
る
こ

と
」「
出
来
な
い
こ
と
」
の
再
確
認

が
で
き
、
戸
惑
い
な
く
安
心
し
て
就

業
で
き
る
内
容
が
確
認
出
来
ま
し
た
。

　

他
の
施
設
管
理
に
就
業
し
て
い
る

会
員
さ
ん
も
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
業
務
内
容
の
再
確
認
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。　

進
め
る
プ
ラ
ン
で
す
。
ま
た
、
高
知

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
す

の
で
、
完
成
し
た
ら
最
新
の
情
報
を

随
時
掲
載
し
「
い
き
が
い
高
知
」
と

と
も
に
会
員
に
役
立
つ
情
報
発
信
に

務
め
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

藤
原
局
長
の
報
告
後
、
会
員
か
ら

数
々
の
質
疑
が
あ
り
鴨
田
ブ
ロ
ッ
ク

の
活
発
な
活
動
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
閉
会
後
、
昼
食
を

は
さ
み
12
時
半
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
ビ

デ
オ
を
観
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
南
警
察
署
地
域
安
全
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
藤
田
氏
に
よ
り
「
地
域

安
全
講
話
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
出

席
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　
（
池
田
）

災
害
時
の

対
処
法
確
認
会
議

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

　
　
　
　
　
あ
ざ
み
の
里
」
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日
帰
り
親
睦
旅
行 

11
月
15
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
、
参
加
会
員
と
藤

原
局
長
、
職
員
総
勢
38
人
を
乗
せ
た

大
型
バ
ス
は
大
川
村
に
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。
前
日
、
事
務
局
か
ら
電

話
が
あ
り
「
目
的
地
は
四
国
の
ヘ
ソ

の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、
四
国
山
脈

ど
真
ん
中
で
す
か
ら
冷
え
な
い
よ
う

に
厚
着
し
て
下
さ
い
」
と
、
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

　

高
知
自
動
車
道
大
豊
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、

ま
ず
は
本
山
町
の
産
品
直
売
所
「
さ

く
ら
市
」
で
小
休
止
＆
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
。
安
く
て
新
鮮
な
取
り
立
て
野
菜

を
籠
い
っ
ぱ
い
購
入
す
る
女
性
陣
。

鍋
料
理
や
お
漬
物
の
材
料
の
よ
う
で

す
。
大
型
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク
は
、
買

い
物
品
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
市
か
ら
10
分
ほ
ど
で
楽
し

み
に
し
て
い
た
「
土
佐
酒
造
」
に
到

着
。
土
佐
の
男
酒
と
し
て
人
気
の
あ

る
端
麗
辛
口
『
桂
月
』
の
蔵
元
で
す
。

嶺
北
の
自
然
の
中
で
こ
じ
ん
ま
り
と

佇
む
酒
造
所
で
す
が
土
佐
の
酒
文
化

を
支
え
て
い
る

銘
酒
の
貫
禄
が

あ
り
ま
す
。
桂

月
の
試
飲
も
蔵

元
で
飲
む
と
さ

す
が
に
美
味
く「
お
か
わ
り
！
」と
男

性
会
員
の
腕
が
次
々
伸
び
て
き
ま
す
。

「
酔
う
に
は
ま
だ
早
い
ぞ
ね
」と
後
ろ

の
方
か
ら
藤
原
局
長
ら
し
き
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
大
町
桂
月
所
縁

の
品
々
を
見
学
後
、
徒
歩
で
バ
ス
ま

で
帰
り
ま
す
。
天
気
は
快
晴
、
無
風
、

歩
く
と
汗
ば
む
ほ
ど
で
す
。
見
事
に

色
づ
い
た
銀
杏
を
眺
め
、
歩
き
な
が

ら
「
事
務
局
か
ら
、
寒
い
き
厚
着
し

て
き
い
や
っ
て
、
電
話
が
あ
っ
た
に

い
」
と
の
呟
き
に
皆
「
う
ん
、う
ん
」

と
相
槌
し
き
り
。「
で
も
、
用
心
に

越
し
た
こ
と
が
な
い
歳
や
き
の
う
」

と
の
呟
き
に
も
皆「
う
ん
！
う
ん
！
」

と
言
い
な
が
ら
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

　

再
び
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
時
間
は

11
時
を
す
ぎ
、
な
ん
と
な
く
小
腹
が

空
い
て
昼
食
に
期
待
感
が
膨
ら
み
ま

す
。
早
明
浦
ダ
ム
湖
を
右
に
見
な
が

ら
標
高
一
千
二
百
～
一
千
三
百
メ
ー

ト
ル
の
間
を
ひ
た
す
ら
走
り
ま
す
。

途
中
曲
が
り
切
れ
な
い
カ
ー
ブ
が
あ

り
4
回
5
回
と
切
り
替
え
，
無
事
通

過
し
た
と
き
は
車
中
拍
手
喝
采
で

す
。「
わ
ぁ
、
す
ご
い
一
体
感
！
」

と
、
思
わ
ず
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
い
つ
も
仲
良
く
4
回
目
の
参
加

の
ご
夫
婦
か
ら
は
楽
し
そ
う
な
会
話

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
同
席
し
た
会

員
さ
ん
は
リ
タ
イ
ア
後
、
大
阪
か
ら

高
知
に
移
住
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

先
に
会
員
と
な

り
就
業
中
の
奥

様
に
旅
行
を
薦

め
ら
れ
、
急
遽

会
員
登
録
し
た

そ
う
で
「
思
い

切
っ
て
旅
行
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
切
り
立
っ
た
四
国
山
脈
の

ど
真
ん
中
を
、
く
ね
く
ね
、
う
ね
う

ね
と
1
時
間
近
く
走
り「
白
滝
の
里
」

に
到
着
。
会
員
を
待
っ
て
い
た
の
は

白
髪
山
の
よ
う
に
高
く
盛
ら
れ
た
大

量
の
黒
毛
和
牛
の
肉
と
は
ち
き
ん
地

鶏
。
切
り
立
っ
た
四
国
山
脈
の
谷
間

に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
煙
が
流
れ
て

い
き
ま
す
。「
医
食
同
源
、
高
齢
者

ほ
ど
た
ん
ぱ
く
質
を
…
」。
皆
よ
く

食
べ
、
飲
み
、
喋
り
四
国
の
お
ヘ
ソ

の
上
で
元
気
を
充
電
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
会
員
、
顔
見
知
り
の

会
員
、
お
久
し
ぶ
り
の
会
員
な
ど
意

気
投
合
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の
旅
行
に
参
加

し
て
と
て
も
よ
い
気
分
転
換
に
な
っ

た
と
い
う
会
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
筆
者
の
感
想
は
「
い
つ
ま

で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
で
い
る
秘

訣
か
な
。
と
て
も
楽
し
い
。
次
回
も

い
く
ぜ
よ
」
で
す
。
藤
原
局
長
、
同

行
職
員
の
方
々
、
細
か
い
気
配
り
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
（
池
田
）

　
「
認
知
症
」
は
一

番
な
り
た
く
な
い
病

気
に
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
誰
も
が
な
り
得

る
病
気
で
す
。
決
し
て
怖
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
と
治
療
に
は

『
良
い
生
活
習
慣
』
を
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
場

合
は
、
生
活
習
慣
病
の
対
策
が
発
症

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。「
年
齢
を
重
ね
て
も
心
身
共

に
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
食
事　

１
日
１
，
５
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
を
目
安
に
、
腹
八
分
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

２
．
趣
味　

少
な
く
て
も
ひ
と
つ
は

趣
味
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

３
．
排
便　

３
日
以
上
た
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
運
動　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

５
．
仲
間　

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い

い
で
す
ね
。
電
話
や
メ
ー
ル
の
活

用
も
。

６
．
外
出　

１
日
１
回
は
外
出
し
て

気
分
を
一
新
し
ま
し
ょ
う
。

７
．
水
分　

１
日
1.5
リ
ッ
ト
ル
の
水

を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

ま
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

ま
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

大
川
村
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

「
土
佐
酒
造
」
見
学

（
９
月
30
日
付
高
知
新
聞
・
参
考
）
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▪
入
会
説
明
会

（
原
則
、
毎
月
第
３
月
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
45
分
）

平
成
31
年

●
１
月
21
日（
月
）

●
２
月
18
日（
月
）

●
３
月
18
日（
月
）

配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年

●
１
月
18
日
（
金
）

●
２
月
15
日
（
金
）

●
３
月
15
日
（
金
）

●
４
月
15
日
（
月
）

●
５
月
17
日
（
金
）

●
６
月
17
日
（
月
）

●
４
月
15
日（
月
）

●
５
月
20
日（
月
）

●
６
月
17
日（
月
）

事
務
局
日
誌
（
10
月
～
12
月
）

【
10
月
】

●
10
月
10
日　

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

（
高
知
会
館
）

●
10
月
15
日　

入
会
説
明
会
（
勤
労
者
交
流
館
）

●
10
月
15
日　

刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習

　
　
　
　
　
　

会
開
講　
（
春
野
芳
原
公
民
館
）

●
10
月
16
日　

適
正
就
業
研
修
会

（
ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
）

●
10
月
16
日　

外
部
法
人
会
計
監
査

（
シ
ル
バ
ー
事
務
局
）

●
10
月
22
日　

中
間
会
計
・
業
務
監
査

（
シ
ル
バ
ー
事
務
局
）

●
10
月
23
日　

公
益
法
人
立
入
検
査

（
勤
労
者
交
流
館
）

●
10
月
24
日　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
（
潮
江
水
再
生
セ
ン
タ
ー
）

●
10
月
26
日　

生
活
支
援
事
業
会
議

（
イ
オ
ン
旭
店
）

●
10
月
26
日　

交
通
安
全
・
健
康
研
修
会

（
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
10
月
30
日　

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

（
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

【
11
月
】

●
11
月
１
日　

安
全
就
業
指
導
員
会
議
（
東
京
）

●
11
月
７
日　

新
総
合
事
業
担
当
者
会
議（

東
京
）

●
11
月
９
日　

会
計
セ
ミ
ナ
ー

（
川
﨑
予
備
校
ビ
ル
）

●
11
月
15
日　

会
員
親
睦
旅
行
（
大
川
村
方
面
）

●
11
月
16
日　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

（
高
知
会
館
）

●
11
月
19
日　

入
会
説
明
会
（
勤
労
者
交
流
館
）

●
11
月
20
日　

安
全
就
業
対
策
委
員
会

（
シ
ル
バ
ー
会
議
室
）

●
11
月
22
日　

適
正
就
業
検
査

（
シ
ル
バ
ー
事
務
局
）

●
11
月
22
日　

生
活
支
援
事
業
会
議

（
イ
オ
ン
旭
店
）

●
11
月
26
日　

介
護
・
家
事
援
助
講
習
開
講

（
ソ
ー
レ
）

●
11
月
27
日　

新
任
役
員
研
修
会

（
ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
）

●
11
月
28
日　

年
末
調
整
説
明
会

（
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

【
12
月
】

●
12
月
13
日　

適
正
就
業
委
員
会

（
シ
ル
バ
ー
会
議
室
）

●
12
月
13
日　

潮
江
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

（
潮
江
市
民
図
書
館
）

●
12
月
14
日　

第
４
回
理
事
会

（
シ
ル
バ
ー
会
議
室
）

●
12
月
17
日　

福
祉
家
事
担
当
者
会
議（
東
京
）

●
12
月
17
日　

入
会
説
明
会（
勤
労
者
交
流
館
）

●
12
月
19
日　

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

オカリナ

フラダンス

歌謡舞踊

カラオケ

英語クラブ

会　場：高知会館（白鳳の間）会　場：高知会館（白鳳の間）
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編
集
室
　
　
　

■
平
成
最
後
の
お
正
月
、
次
の
年

号
は
？
想
像
し
て
も
思
い
浮
か
び

ま
せ
ん
が
、
良
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
単
独
で
行
な
う

『
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
』
が
楽
し
く
・

意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
願
う
年
の
明
け
で
す
。
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
の
見
学
も
し
て
み
ま

せ
ん
か
！　
　
　
　
　
　
　
（
安
）

■
シ
ル
バ
ー
主
催
の
各
種
研
修
会

を
取
材
さ
せ
て
頂
く
と
、
い
つ
も

驚
き
ま
す
。
本
当
に
色
々
な
知
識

や
技
術
を
無
償
で
習
得
で
き
る
の

で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
よ
り

も
「
元
気
で
楽
し
く
」。
２
月
の

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
は
内
容
盛
り
沢

山
、
多
く
の
方
々
に
お
運
び
頂
け

ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
（
重
）

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
５
月
１
日
に
は
新

元
号
と
な
り
会
員
の
皆
様
は
３
元

号
を
生
き
て
き
た
時
代
の
猛
者
に

な
り
ま
す
。
昭
和
生
ま
れ
の
私
た

ち
は
、
次
の
時
代
も
国
の
下
支
え

と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
次

の
時
代
も
や
っ
ち
ゃ
る
！
」
と
、

気
持
ち
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

（
池
）

会員

ひろば

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
初
の
出
演
依
頼

　

数
々
の
天
災
や
猛
暑
に
悩
ま
さ
れ

た
夏
が
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
、
ま

だ
ま
だ
暑
さ
が
尾
を
ひ
い
て
い
る
９

月
17
日（
月
・
敬
老
の
日
）、シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
に
初
め
て
の
お
声
が
か
か
り
、

介
良
横
堀
団
地
敬
老
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
出
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
に
は
、
前
日
持
参
し

て
お
い
た
シ
ル
バ
ー
の
の
ぼ
り
旗
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

丁
重
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
会
場
に

は
、
ご
高
齢
の
招

待
客
に
配
慮
し
て

椅
子
席
も
設
け
ら

れ
、
テ
ー
ブ
ル
に

は
花
や
ご
馳
走
が

並
ん
で
い
ま
す
。

　

午
前
11
時
、
宮

本
会
長
の
挨
拶
で

開
会
。
ご
出
席
の
90
歳
の
方
を
は
じ

め
、
町
内
に
は
百
歳
の
方
も
お
ら
れ

る
と
か
。
高
齢
社
会
に
お
け
る
防
災

対
策
に
は
、
こ
の
地
区
の
よ
う
に
日

頃
か
ら
仲
良
く
助
け
合
う
事
が
必
要

と
感
じ
る
お
話
で
し
た
。

　

祝
い
の
膳
を
囲
み
な
が
ら
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
地
元
の
12
歳
の
舞

姫
に
よ
る
日
舞
を
皮
切
り
に
、
横
堀

大
正
琴
愛
好
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演

奏
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
に
自
慢
の
の
ど

を
披
露
す
る
方
も
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

演
奏
、
そ
し
て
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

出
番
で
す
。
祝
儀
舞
に
始
ま
り
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
２
曲
、
オ
カ
リ
ナ
合
奏
２

曲
、
歌
謡
舞
踊
。
私
た
ち
に
割
り
当

て
て
下
さ
っ
た
30
分
間
、
ど
う
に
か

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
（
３
ク
ラ
ブ
５
名
参
加
）。

　

シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、
事

務
局
の
西
村
主
事
が
チ
ラ
シ
等
を
持

っ
て
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
一
同
、
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
出
演
を
大
い
に
楽
し
み
、
次
に
又

お
声
が
か
か
る
の
を
心
待
ち
に
し
な

が
ら
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。　

（
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
世
話
人
・

川
村
　
寿
美
）

絵
手
紙
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？　

い

つ
で
も
始
め
ら
れ
る
！　

誰
で
も
す
ぐ
か

け
る
！　

合
言
葉
は
「
ヘ
タ
で
い
い　

ヘ

タ
が
い
い
」　

手
が
き
が
忘
れ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ　

人
と
人

を
つ
な
い
で
く
れ
る
絵
手
紙
の
力
！

ご
一
緒
に
自
分
表
現
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

日
時
：
毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

　

場
所
：
シ
ル
バ
ー
作
業
所
２
Ｆ
会
議
室

　

講
師
：
田
中　

許　

先
生

（
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）

　

会
費
：
１
回
に
つ
き　

千
円

お
問
い
合
わ
せ　

杉
本　

博
ま
で

　
　
　

０
９
０
‐
４
７
８
１
‐
１
６
２
０

絵
手
紙
ク
ラ
ブ
　
準
備
中

剣山麓の案山子

深瀬　昌代（朝倉ブロック）

　剣山の紅葉を楽しんだあと遠回りして池
田方面へ出る途中、過疎限界集落を通って
いると人気のない山の中に突然多数の案山
子が現れました。人間の日常の生活をリア
ルに再現している色々な表情の案山子に思
わずホッコリ嬉しい気持ちになりました。
人が居ないのでせめて案山子を立たせて旅
人を迎えてくれたのだと思いました。


